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修学旅行にいってきます！ 
 明日から１泊２日の日程で、仙台・松島方面へ、６

年生が修学旅行に出かけます。６年生の保護者の皆様

には、修学旅行に対して、ご理解をいただきまして、

誠にありがとうございます。６年生にとって、思い出

に残り、心が成長するすばらしい行事になるように、

担任と子どもたちは事前学習を行ってきました。ぜひ事前学習を生かして、最高の２日間にな

ればいいと思います。八木山ベニーランド、松島見学、仙台うみの杜水族館、そして仙台市内

班別研修など、安全に気を付けながら行ってきたいと思います。なお修学旅行中の様子は、可

能な限り、ホームページにアップしていきたいと思います。  

 

キラキラの木！ 
 本校では心の教育に重点をおいて指導をしてい

ます。今年度も友達の良いところや頑張っていると

ころなどを花びら形のメッセージカードに書いて

正面玄関前にある「キラキラの木」に貼って紹介し

ています。また毎週金曜日には、昼の放送の時間に

放送委員会からキラキラの木に貼られたメッセー

ジカードを全校生に紹介しています。子どもたちの

心が育ち、非認知能力の向上にもつながります。こ

れからもたくさんの花を「チーム本郷」に咲かせて

いきたいと思います。 

 

働き方改革に向けて！ 
先週号の学校だよりに福島県小・中学校長会での「教員の働き方改革宣言」と福島県教育委員会

でも「教職員多忙化解消アクションプランⅡ」について書きましたが、内容について記述しておりませ

んでしたので、今週号に掲載します。内容の概要は以下の通りです。 

 

① 「教員の働き方改革」宣言（福島県小・中学校長会） 

 

【学校は、授業充実のため、そして教員が毎日元気に教壇に立てるようにするために】 

 〇 学校の実情に応じて、年間を通じ、児童生徒の一斉下校日を増やします。また、週１回教職員  

  の一斉退勤日を設定するなど、教職員の長時間勤務の改善に努めます。 

 〇 学校の行事等の削減や簡素化に努めます。 

 〇 原則として、部活動休養日を平日週１回、土日いずれか週１回設定します。 

 

 



② 「教職員多忙化解消アクションプランⅡ」（福島県教育委員会） 

（目指すところ） 

１  時間外勤務時間を、福島県立学校に勤務する教育職員が業務を行う時間の上限に関する規

則（各市町村教育委員会の規則等も同様）で定めた、月４５時間（週１１時間）以内かつ年３６０

時間以内とする。 

２  児童生徒等に係る通常予見することのできない業務量の大幅な増加があった場合でも、 

月８０時間（週２０時間）以内とする。 

＜本郷小学校の勤務時間は８：１５～１６：４５です。それ以外は時間外勤務時間です。＞ 

（本プランの目標） 

次に掲げる取組テーマを実践することにより、３年間で時間外勤務時間月８０時間を超える

教職員の割合を０％かつ月４５時間を超える教職員の割合を３分の１以下にします。 

（重点取組テーマ） 

 １ 働き方と勤務の在り方変革事業の推進 

 ２ 部活動の在り方の見直し 

（その他の主な取組テーマ） 

 ・児童生徒一斉下校日の設定 

 ・コンクール等の精選 

   

校長のひとりごと 

 明日からいよいよ修学旅行です。小学校生活の思い出第１位という子どもが数多くいる行事

です。きっと「チーム本郷」の６年生も楽しみで待ちきれないのではないかと思います。保護

者の皆様もそうだったかもしれません。小学校の修学旅行先といえば、東北地方では何といっ

ても仙台・松島がナンバーワンだとのことです。宮城県や新潟県の小学生の修学旅行先は我が

会津が多いようです。保護者の皆様はどちらに出かけられたでしょうか。ちなみに出身が金山

町の私は新潟方面が小学校の修学旅行先でした。行きは只見線で行った記憶があります。見学

先は「新潟空港」と「水族館」は記憶にあります。「動物園」にも行ったような・・・宿泊先

は「月岡温泉」だったと思いますが・・・かなり前のことですので記憶が曖昧ですが・・・そ

れでも覚えているのですから、やはり私にとっても友達と一緒の旅行は強く印象に残っている

のだと思います。保護者の皆様はどちらでしたか？まだ記憶はありますね。子どもたちにご自

身の思い出を話してみるのも良いかもしれません。６年生の保護者の皆様は、２日（金）に子

どもたちがたくさんの思い出話を持って帰ってきますので、ぜひ話を聞いてあげてほしいと思

います。 

「教員の働き方改革宣言」「教職員多忙化解消アクションプランⅡ」どちらも教職員の多忙

化を解消し、教職員が笑顔で児童生徒と向き合えるようにすることと、学校にとって、教員に

とって１番大切にしなくてはならない「授業」のためにかける時間をしっかりと確保していく

ことが大切だと述べられています。「チーム本郷」でも今まで通りのことを全て行うことはで

きません。だからこそ、かかる時間や労力、費用など様々な観点から見直しを図っていかなく

てはいけないと思います。社会全体の「働き方改革」の流れもありますので、新たな提案の際

にはご理解いただければ幸いです。 

※ 本校ホームページを日々更新しております。各種行事はもちろ

ん、日々の授業の様子等をアップしております。ぜひご覧いただ

ければ幸いです。  


